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計

その他
1億4,460万円

町税
45億2,526万円

133億8,250万円
収入

繰入金
12億4,575万円

使用料および手数料
2億1,698万円

その他
10億297万円

町債
21億5,560万円

地方交付税
6億2,000万円

国庫支出金
21億9,940万円

県支出金
7億7,194万円

地方消費税交付金
5億円

　収入のなかでは、町税が最も大きな割合
（３３.８％）を占めています。人口や住宅が増
加していることにより町民税や固定資産税の
増などが見込まれるため、前年度当初予算と
比べて６,２３６万円の増を見込んでいます。
　その他の主な収入は、新設中学校建設事業
や周辺整備事業などの実施により国庫支出金
が４億９,６０５万円（対前年度比２９.１％）の

増、地方債が８億４,１００万円（対前年度比
６４％）の増、不足する一般財源を補うため
の基金繰入金なども３億７,２５７万円（対前
年度比４２.７％）の増となりました。
　また、ふるさと納税事業実施に伴う一般寄
附金（ふるさと納税寄附金）は３億円（対前年
度比１００％）の増で計上しています。

収　　　　入

依存財源その他内訳
地方譲与税� 6,000万円
利子割交付金� 300万円
配当割交付金� 1,200万円
株式等譲渡所得割交付金� 200万円
ゴルフ場利用税交付金� 300万円
自動車取得税交付金� 1,000万円
地方特例交付金� 4,800万円
交通安全対策特別交付金� 660万円

自主財源その他内訳
分担金及び負担金� 1億9,169万円
財産収入� 367万円
寄附金� 6億円

繰越金� 1億円
諸収入� 1億761万円

平成３０年度予算
町の

　本年度の一般会計と特別会計・事業会計の予算総
額は１９２億８,３２５万円です。前年度の当初予算と
比較すると２２億５,０９６万円（対前年度比１３.２％）
の増となっています。
※�金額は万円単位で端数処理しているため、合計が合わない
場合があります。

■ 問い合わせ先　役場政策経営課　☎９６２－０２３０（直）
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平成２７年度

平成２８年度

平成２６年度

平成２９年度

１００億１,４２７万円

１３３億８,３２５万円

１１１億５,７８０万円

１１２億４２５万円

平成３０年度 １３３億８,２５０万円

一般会計予算の５年間の推移

　福祉や環境、教育などに使われる
一般会計予算は１３３億８,２５０万
円で、前年度と比較すると、２１億
７,８２５万円（対前年度比１９.４％）
の増です。

１３３億８,２５０万円
（対前年度比１９.４％増）

133億8,250万円

支出

総務費
15億3,659万円

民生費
36億8,568万円

衛生費
11億90万円

消防費
5億879万円

教育費
38億4,006万円

公債費
8億4,078万円

その他
3億6,350万円
その他内訳
議会費� 8,820万円
労働費� 120万円
農林水産業費� 7,872万円
商工費� 8,393万円

　災害復旧費� 204万円
　諸支出金� 8,941万円
　予備費� 2,000万円

土木費
15億620万円

　事務経費などの経常経費の徹底した削減や事業の
必要性や効果を見極め、効果の低い事業や役割が終
了した事業の縮小・廃止を進める一方で、人口増加
に対応するための義務教育関連施設整備事業、子育
て支援や高齢化社会に向けた福祉事業、道路整備事
業や公共下水道事業などの生活基盤整備事業を実施
します。
　支出のなかで最も大きな割合（２８.７％）を占め
ているのは教育費です。平成３１年４月開校予定

の新設中学校建設事業を計上したことなどにより
１４億９５１万円（前年度比５８％）の増となりました。
次いで大きな割合（２７.５％）を占めているのは民生
費です。民生費は福祉センターの管理・運営が町に
移行したことや、シーオーレ新宮の管理費などによ
り２億２,６２４万円（対前年度比６.５％）の増です。
　また、総務費は、ふるさと納税事業の拡大などに
より、２億７,８５１万円（同２２.１％）の増となって
います。

支　　　　出

一般会計総額

平成３０年度町の予算
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民生費 総務費
　総務費は全般的な管理事務や徴税、選
挙などに用いられる経費です。ふるさと
納税への取り組みを強化するふるさと納
税事業費３億９,９２５万円、土地の境界
の位置と面積を測量する地籍調査に関す
る経費３,８６８万円、コミュニティバス
の購入に関する経費２,２１１万円、相島
区・立花口区・的野区の地域振興を支援
するまち・ひと・しごと創生総合戦略事
業費９５０万円を計上しています。

その他の主な内容
・コミュニティバス運行補助金�（４,３３７万円）
・ＯＡ機器購入費� （２,０５２万円）
・クラウドサービス利用料� （２,５１６万円）
・行政区運営補助金� （１,１７５万円）

　民生費は住民が安定した社会生活を過ごすた
めの経費で、社会福祉や障がい者、高齢者、児
童福祉などに関するものがあります。
　本年度は、新宮ふれあいの丘公園に建設する
高齢者施設の設計委託料１,７０２万円や、福祉セ
ンターを町が管理・運営することに伴う管理費
２,６５１万円、シーオーレ新宮管理費６,４５７万
円を新たに計上しています。児童福祉分野では、
児童手当として７億７,３２８万円、保育所への財
政支援である施設型給付費・地域型保育給付費
７億６,５７４万円、障がい者福祉分野では自立支
援給付費４億７,１８５万円を計上しています。

その他の主な内容
・国民健康保険特別会計繰出金� （２億３,８１０万円）
・介護保険広域連合負担金� （２億１,２４９万円）
・後期高齢者医療療養給付費負担金�（２億１,７０５万円）

教育費 衛生費
　衛生費は住民が健康で衛生的な生活環
境を保持するための経費で、感染症予防
やごみ処理に関する経費などが計上され
ています。
　本年度は、相島じん芥処理場の焼却炉
などの解体工事費１,５５５万円や簡易水
道施設の整備事業などの実施により、一
般会計から簡易水道事業特別会計への繰
出金を前年度と比べて３,５７７万円増加
し、７,５０６万円計上しています。

その他の主な内容
・各種予防接種委託料� （１億１,８９０万円）
・妊婦一般健康診査委託料� （３,７２９万円）
・通所療育事業委託料� （２,４５０万円）
・玄界環境組合負担金� （３億８,７４６万円）
・じん芥収集委託料� （１億７,１５９万円）
・し尿処理委託料� （３,９０８万円）

平成30年度  一般会計予算の主な事業

　教育費は教育委員会や小中学校、幼稚園、社
会教育に関する経費が計上されています。
　本年度は、平成３１年４月開校予定の新設中学
校建設および備品整備などの開校に要する事業
費２４億４,９８５万円を計上しています。また、
認定こども園などへの財政支援である施設型給
付費を７,５８４万円計上しています。
　社会教育分野では、公民館の整備、改修を行
う行政区への補助金を１,４００万円、またそぴあ
しんぐうの駐車場増設工事などの施設整備工事
費２,５９７万円を計上しています。

その他の主な内容
・小学校給食調理委託料� （７,６１４万円）
　※相島小学校を除く
・私立幼稚園就園奨励費補助金� （７,０４８万円）
・文化振興財団補助金� （３,３００万円）
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� （単位：万円）

特別会計 本予算 増減額

渡 船 事 業 特 別 会 計 １１,８４０ ２２０

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ２２７,７８０ △４４,２２２

後期高齢者医療特別会計 ３１,６４４ １,２６６

住宅新築資金等貸付事業特別会計 ６７ ０

相島診療所事業特別会計 ４,２３８ △２,４０８

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 １１,３８２ ４,９６４

相島漁業集落環境整備事業特別会計 １,２８１ △９

水 道 事 業 会 計 １１４,５６６ ４,３７０

公 共 下 水 道 事 業 会 計 １８７,２７７ ４３,０８９

特 

別 

会 

計
・
事 
業 
会 

計

その他

土木費

　その他の経費として、町議会の運営経費
に用いられる議会費や失業対策事業などに
用いられる労働費、農林水産業の振興など
に用いられる農林水産業費、商工業の振興
や観光事業の経費に用いられる商工費、防
災・消防に用いられる消防費、災害復旧に
用いられる災害復旧費、地方債の償還金に
用いられる公債費、基金への積立などに用
いられる諸支出金やその他臨時のときに用
いられる予備費があります。

主な内容
・議員共済会負担金� （１,１９２万円）
・農業施設新設改良工事費� （１,６３０万円）
・新宮町おもてなし協会補助金� （１,３２０万円）
・消防車輌購入費� （１,０８３万円）
・粕屋北部消防組合負担金� （３億９,５３９万円）

　土木費は道路・公園の整備や、都市計画
に関する経費などが計上されています。
　本年度は、平成２８年度から取り組んで
いる新宮ふれあいの丘公園整備事業費を４
億１,２００万円、新設中学校の通学路や周
辺道路の整備事業を含む社会資本整備事業
費を３億７４万円計上しています。
　また、町営住宅雲雀ヶ丘団地の建て替え
のための住宅建設費４,４８８万円を計上し
ています。

その他の主な内容
・公共下水道事業負担金� （２億６,２４０万円）
・都市再生整備計画事業費� （１億１,４９５万円）
・ＪＲ関連工事等委託料� （２,０００万円）
・町道補修工事費� （５,０００万円）

平成２９年度からの繰越事業
　・地方公共団体情報システム機構負担金（３１５万円）
　・社会資本整備事業（４,０００万円）
　・都市再生整備計画事業（４,９１７万円）
　・立花小学校プール等改修事業（４,２１６万円）
　・新宮ふれあいの丘公園整備事業（５億１,８５０万円）
　・消防施設用備品購入事業（９８３万円）

　国民健康保険や水道事業などの特別
会計・事業会計予算の合計は５９億７５
万円で、前年度と比較すると７,２７1万
円（対前年度比１.２％）の増です。

５９億７５万円
（対前年度比１.２％増）

　特別会計・事業会計は、一般会計の
歳入歳出と区分して特定の目的に対し
て設置されている会計のことで、新宮
町には７つの特別会計と２つの事業会
計があります。
　国民健康保険特別会計は、国民健
康保険制度改革の実施などにより
４億４,２２２万円（対前年度比１６.３％）
の減です。簡易水道事業は、施設整備
事業および渇水対策事業の実施により�
４,９６４万円（対前年度比７７.４％）の増
です。
　公共下水道事業会計は、本年度から
公営企業法を適用した会計を開始する
ことに伴い非現金予算を計上するため、
４億３,０８８万円（対前年度比２９.９％）
の増となっています。

※�金額は万円単位で端数処理しているため、合計が
合わない場合があります。

特別会計・事業会計総額

平成３０年度 予算町の
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